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第 5 章では，ωCo線源を用い， D-T燃焼による核融合実験炉の第一壁での強度に匹敵する 7 線照射
を平衡状態にある水素ーパラジウム銀合金系に対して行って，僅かながら照射効果による平衡のずれ






















(2) 水素とパラジウム銀合金の平衡系に対する 7 線の照射実験から，照射により僅かではあるが系の
平衡にずれの生じること，すなわち， r 線の照射下では，系の平衡水素圧，従って，この合金の水
素溶解度が変化することを見出しているO しかし， r 線の照射効果は系に電離エネルギーを与え
ることが主である点から，この電離による非平衡状態への寄与は小さいと結論しているO
(3) 重水の電気分解中のパラジウム陰極の格子定数をその場X線回折法により測定，陰極中に溶解し
ている重水素濃度を評価して，電気分解により非平衡水素の生成することを確かめているO
以上のように本論文は，金属材料中の非平衡水素の挙動を解明するため 3 種類の手法による非平
衡水素の生成について実験的に検討したもので，核融合炉第一壁材料や，中性子発生用ターゲット等
における水素、活性種の挙動の解明と，これらの材料性能の評価，開発等の上で有用な基礎的知見を与
えており，原子力材料学並びに核融合炉工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士
論文として価値あるものと認めるO
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